


２０１３年に株式会社ダイニッセイに新卒で入社

し、工事部で活躍している渡邉拓也。今年で入社９年

目を迎えたが、新鮮な気持ちを忘れず何事にもまっす

ぐに向き合ってきた。そんな渡邉に、入社のきっかけ

から仕事の内容、今後の目標について聞いた。

神輿から鉄筋に
入社のきっかけは、高校時代にたまたま手に取った

ダイニッセイの求人パンフレット。何気ない気持ちで

見学に行ったところ、採用決定！と告げられ、運命的

に？就職先が決まった。

初めての仕事は早朝から始まった。眠い目をこすり

ながら現場へ行き、重い資材を担ぐ日々。筋肉痛で身

体のあちこちが痛み、大変な仕事に就いてしまったと

後悔した。だが、他のスタッフと協力して、汗を流し

て鉄筋を組み、何もなかった平らな土地に建物が完成

していく様子に面白さを感じるようになっていく。こ

の仕事の魅力にはまってしまった。

実は、仕事を好きになった理由の１つには、渡邉の

「祭り好き」が関係しているという。コロナ前までは毎

年２回、地元と隣町の祭りに必ず参加し、「ワッショイ

ワッショイ！」と大声をあげて神輿を担いでいた。あ

るとき、鉄筋を運ぶ動作と神輿担ぎのイメージが一致

し、重い鉄筋が苦ではなくなったという。

視点が変わった職長の経験
職長として初めて現場を任されたのは入社７年目、

２年ほど前のことだ。千葉駅前の１０階建マンション

の地上工事を、先輩の山崎職長から引き継いだ。この

経験は自身の視野を一気に広げるきっかけになったと

いう。

「それまでは自分から積極的に動くことはなく、指示

されたことをこなすのが仕事だと思っていました。で

も、職長になると、全体の作業の流れ、人員配置、安

全対策など、あらゆる点に配慮しなければならない。同

じ現場がまったく違うように映りました」。

作業が滞らないよう渡邉は、現場監督や他職、自社

の仲間とのコミュニケーションをこまめに取るように

意識したという。その甲斐あって、初めて任された現

場は問題なく終わり、一安心した。それ以降は、職長

の下についてサブリーダーとして働くときも、職長目

線で広い視野で現場を把握し、職長の指示を深く理解

できるようになった。
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後輩指導の難しさ
現場のまとめ役として、現在一番悩んでいるのは後

輩の指導だ。余裕があるときは良いのだが、忙しくなっ

てくるとつい口調が荒くなってしまう。何度も同じこ

とを質問されるとつい、「何回言わせるんだよ！」とき

つい言葉が出ることも。ごく簡単な指示なのに勘違い

されるケースも多い。「材料を移動して」と頼んだとき、

これから作業する場所に材料を置かれてしまうと、

「ちょっとは考えろよ」と思わず口にしそうになる。

だが、こちらが「指導」のつもりでも、言い方次第

で相手を萎縮させてしまう。「イライラ」せず、相手の

技量や気持ちを考慮して正確に伝わるように。リー

ダーとして自分自身が成長しなければならない、と思

うようになった。

とは言え、自分の新人時代は、１度言われた内容は

覚えようと努力し、不明点はとりあえず聞いていたよ

うに思う。深く考えずに動いてしまう若手への要望を

どう伝えれば良いのか迷う。だが今は、若手育成が会

社の最重要命題であり…試行錯誤する日々である。

守るべき家族のためにも
コロナ前であれば、仕事のあとに後輩を誘って食事

に行き、お互いの本音を確認し合う機会もあったが、当

面は難しい。それに、渡邉には独身時代のように気軽

に人を誘えない事情があるのだ。プライベートでは３

歳と０歳の子どもの父親。同じ親から生まれたのに、２

人の成長速度が異なるのが不思議で、小さな発見に

日々驚いているという。この子たちと奥さんのためな

ら、仕事の苦労なんて何てことは無い。もっともっと

頑張ろう！と思う。

今後の目標
小学校時代はソフトボール、中学高校時代は野球部

で汗を流し、チームプレイにずっと携わってきた渡邉。

野球を通して培った「周囲を観察する力」で先輩の仕

事の方法を学び、自分の成長に役立ててきた。そして

現場では、みんなと「チーム」を組み、共通の目標に

向かって走り続けているような感覚で臨んでいる。

会社の部活動でも野球部に所属し、エースとして活

躍中。コロナで活動の機会は減ったが、また以前のよ

うに大会に向けて一致団結する日が戻ってくることを

願っている。新人が入部してくれれば、格好のコミュ

ニケーションの場にもなるだろう。

今後の目標は、どの立場で携わる現場であれ「安全

第一」を心がけ、全力を尽くすこと。いずれは渡邉が

後輩の目標になるような人材に成長していくに違い

ない。




















